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中日本⾼速道路㈱の事業概要
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NEXCO中日本の管理する高速道路（2,208km、2025年8月末時点）のうち、
開通後30年以上経過した道路が約6割、50年以上経過した道路が約3割を占めており、
大型車交通量の増加や凍結防止剤の影響により構造物の老朽化が進行しています。

⾼速道路ネットワークの⾼齢化
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構造物の老朽化に対し、リニューアル工事や補修工事を積極的に実施してはいるが、十分
に変状を抑えてきれているとは言えない状況

⾼速道路の損傷状況
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判定区分Ⅲ：早期又は緊急に措置を講ずるべき状態

判定区分Ⅱ：健全又は予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態

10％増

点検１巡目（2014～18）と２巡目（2019～23）での損傷判定区分の変化

判定区分Ⅱ

判定区分Ⅲ



⾼速道路の損傷状況
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伸縮装置からの漏水

漏水（水しみ跡） 桁端部等の部材に
腐食が進行し、断面
減少が発生



⾼速道路の損傷状況
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⇒効率的に効果的に補修を実施していく必要がある

ガードレール支柱の腐食

通信管路の腐食

LED標識の老朽化 橋梁支承の腐食・脱落



将来的には、最新の技術を利用しながら、
効率的に効果的な高速道路保全マネジメントを実施していく。
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新技術を活⽤した次世代型の⾼速道路保全マネジメント



高速道路のリニューアル工事を行い抜本的な対応を実施している

7

⾼速道路リニューアルプロジェクト



NEXCO中日本が提供するインフラ・ソリューション
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インフラ・ソリューション
３本の矢

●第一の矢

インフラ保全技術者育成支援

●第二の矢

インフラ点検・保守支援

●第三の矢

インフラメンテナンス製品開発支援



ニュー・ブリッジでは、全国で更新工事に伴い撤去された橋梁の部材を再構築した実橋モデ
ルを用いて、より実践的に学ぶことができます。

インフラ保全技術者の育成支援
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名古屋大学、中日本高速道路株式会社、中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋株式会社の3者による事業
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インフラ保全技術者の育成支援
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インフラ点検・保守支援
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インフラ点検・保守支援



高速道路で培った技術を活用した製品開発支援と製品提供

インフラメンテナンス製品開発支援
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【目的】
高速道路区域内における自治体管理の構造物補修を当該管理自治体が行うことに関して、
補修に要する費用への助成を行うことにより、 高速道路をご利用される方にとって、更なる
安全性・快適性・利便性の高い高速道路の実現に寄与することを目的としています。

【助成対象事業】
（１）跨高速道路橋の剥落防止対策※
（２）跨高速道路橋の投物防止対策
※補修工事並びに補修工事を前提とした点検（たたき落とし作業）・調査・設計が対象

【助成金額】
1件について年１回200万円を上限

【助成対象期間と応募締め切り】
対象：令和8年4月～令和9年3月 応募：令和8年1月9日（金）

【実績】 自治体管理の構造物補修に対する助成
令和６年度 ： １６件 （平成２５年から計２８７件 ３．６億円）

公益信託
NEXCO関係会社⾼速道路防災対策等に関する支援基⾦
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詳細は、HPにて ：https://www.highway-kikin.jp/



ご清聴有難うございました
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